
 

 

 

 

 

流
れ
を
掴
め
な
い
ま
ま
の
大

敗
だ
っ
た
。
１
回
表
に
内
野
安

打
で
出
塁
し
た
打
者
を
捕
逸
で

進
め
る
と
、
適
時
打
を
浴
び
先

制
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
連
打
を 

浴
び
２
死
満
塁
と
な
る
が
、
先

発
・
箱
島
章
矢
が
三
振
で
抑
え
、

そ
の
裏
に
は
１
点
を
追
い
つ
く

こ
と
に
成
功
。
流
れ
を
掴
め
た

か
と
思
わ
れ
た
が
４
継
投
し
た

投
手
も
粘
れ
ず
敗
戦
。
６
回
に

は
２
失
策
で
２
点
を
失
う
な
ど

守
備
の
乱
れ
も
見
ら
れ
た
。 

リ
ー
グ
戦
で
は
中
継
ぎ
で
活

躍
し
た
先
発
・
箱
島
章
矢(

地

１)

は
序
盤
か
ら
思
う
よ
う
な

投
球
が
で
き
ず
の
神
宮
初
先

発
。
球
が
浮
き
、
本
来
の
持
ち

味
で
あ
る
、
打
ち
取
る
投
球
が

で
き
な
い
で
い
た
。
試
合
後
、

真
っ
先
に
「
先
発
と
中
継
ぎ
の

違
い
を
知
っ
た
」
と
力
な
く
話

し
た
。
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を

け
ん
引
し
た
巻
木
周
平(

現
２)

も
「
実
力
差
を
感
じ
た
」
と
肩

を
落
と
し
た
。 

春
季
リ
ー
グ
で
唯
一
敗
戦
し

た
相
手
だ
っ
た
だ
け
に
悔
し
い 

敗
戦
と
な
っ
て
し 

ま
っ
た
が
、
こ
の
借 

り
は
リ
ー
グ
戦
で
返 

し
て
く
れ
る
に
違
い 

な
い
。 

 
 

 
 

文
＝
五
十
嵐
秋
音 

 
 

 

写
真
＝
五
十
嵐
秋
音 

 
 
 
 
 
 

庭
野
圭
一
郎 

 

 
 

新
人
戦
初
戦
、
対
国
学
大
戦
は
初
回
に

中
前
打
で
出
塁
し
た
先
頭
・
長
谷
川
雄
飛

(

法
１)

を
永
山
慶
志
郎(

商
２)

が
犠
飛

打
で
返
し
た
１
点
で
抑
え
ら
れ
た
一
方
、

失
策
な
ど
の
隙
を
相
手
打
線
が
逃
さ
ず

６
失
点
で
完
敗
。
要
所
で
の
一
打
が
出

ず
、
打
線
を
封
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
の
初

戦
敗
退
に
終
わ
っ
た
。 

 

先
発
し
た
箱
島
章
矢(

地
１) 

新人戦主将として出場した巻木 

８月２３日 

          打安点 

(８)長谷川  ４１０ 

８ 中川昌  ０００ 

(９)伊 藤  ３１０ 

(３)篠原仁  ２１０ 

(５)永 山  ２０１ 

ＤＨ中 村  ３００ 

ＨＤ大 畠  １００    

(７)川 合  ３００ 

２  林     １００ 

(４)福山慎  ２００ 

Ｈ  松 尾 １１０ 

４ 山 口 １１０ 

(２)浅 野 ２００ 

Ｈ７青 地 ２００ 

(６)巻 木 ３００ 

     計 30５１ 

 

      回    打安責 

●箱 島  ５ 1/3 2410２ 

  當 麻  １ 2/3 ４００ 

  中 川 １    ４１０ 

  谷 中 １    ６３２ 

 

国学大 １０１ ００２ ００２ ６ 

駒 大  １００ ０００ ０１１ １ 

 

 

 
於 ＪＲ東日本東北Ｇ、石巻市民球場      ８月７日～１４日 

 

 

 

 

 

 

【左】坂道ダッシュをする谷中文哉 

【下】ノックを受ける松本皐兵、砂川 
 

ティーバッティングを

する西村凌 

【上】久須美と米田雅人 

【左
】前
田
滉
平
【右
】岩
崎
誠
悟 

【左】ＪＲ東日本東北Ｇ 

【下】石巻市民球場 

 

８月７日～10日は利府町にある、西村亮監督の古巣でもあるＪＲ東日

本東北グラウンドでオープン戦や練習をこなした。10 日のこの日は

午前中は野外練習。久須美亮太学生コーチ(経３)の厳しいノックから

始まりゲーム練習、ティーバッティング、走塁などをこなした。投手

陣はストップウォッチを手にする西村監督の下グラウンド横の坂道

ダッシュで足腰を鍛える練習を続けた。11 日は石巻市の石巻市民球

場に拠点を移し、トヨタ自動車東日本と復興親善試合を行った。午後

は練習で汗を流した。 撮影＝五十嵐秋音、山本春煕 


